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試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開いてはいけない。 
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２０２６年度 

大学院文学研究科博士課程前期２年の課程入学試験 

（冬期・一般選抜）問題 

専門科目（  心理学  専攻分野） 

問題Ⅰから問題Ⅲの3 問全てに解答すること。 

 

問題Ⅰ 以下の5課題のうちから 2題を選び論述しなさい。解答は次ページ以降の所定の欄にて行うこと。 

 

1.  顔を対象とした心理学的研究の例を2 つ挙げて，それぞれの概要を説明しなさい。 

 

2.  「人は生まれか育ちか」というような論争がよくみられる。このことについて具体的な科学的根拠 

に基づいて議論しなさい。最後に人の行動や性格の形成に関するあなたの意見についても先行研究 

に基づいた理由を添えて述べなさい。 

 

3.  社会心理学の研究例を挙げて相互依存関係を論じなさい。 

 

4.  犯罪行動とパーソナリティ特性の関連について，代表的な心理学的理論を一つ挙げて説明しなさ 

い。その際，パーソナリティが犯罪の直接的な原因となるのか，あるいは他の要因（環境など）と 

  どのように相互作用するのかについても論じなさい。 

 

5.  輝度コントラスト弁別閾を測定するための心理物理学的測定法を１つ挙げ，弁別閾の測定方法と 

その測定法を用いる理由を説明しなさい。 

 

（以下余白） 
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問題Ⅰの1題目の解答欄   選択した課題番号（   ） 
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問題Ⅰの2題目の解答欄   選択した課題番号（   ） 
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問題Ⅱ 以下の5つの用語の中から3つを選んで解説しなさい。解答は所定の欄にて行うこと。 

 

１．emotional valence              ２．tip-of-tongue phenomenon 

３．social capital                   ４．door-in-the-face technique 

５．motion aftereffect 

 

 

問題Ⅱの1個目の解答欄   選択した用語番号（   ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題Ⅱの2個目の解答欄   選択した用語番号（   ） 
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問題Ⅱの3個目の解答欄   選択した用語番号（   ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（以下余白） 
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問題Ⅲ 以下の英文を和訳しなさい。解答は次ページの所定の欄にて行うこと。 

 

著作権上の問題があるため表示しない。 

 

出典 Suto, S., & Kumada, T. (2010). Effects of age-related decline of visual attention, working memory and planning 

functions on use of IT-equipment. Japanese Psychological Research, 52(3), 201–215. 
 

（以下余白） 
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問題Ⅲの解答欄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


